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青の煌めきあおもり国スポ冬季大会スケート競技会・アイスホッケー競技会 

配 宿 ・ 弁 当 調 達 業 務 委 託 に 係 る 企 画 提 案 審 査 要 項 

 

１ 趣旨 

  本要項は、青の煌めきあおもり国スポ冬季大会スケート競技会・アイスホッケー競技会

配宿・弁当調達業務委託に係る企画提案募集要項８に規定する企画提案書の審査方法に関

して必要な事項を定めるものである。 

 

２ 審査会 

  青の煌めきあおもり国スポ冬季大会スケート競技会・アイスホッケー競技会青森県実行

委員会が設置する企画提案審査会（以下「審査会」という。）」において、企画提案書の公正

な審査を行うものとする。なお、審査会は非公開とする。 

 

３ 審査方法 

⑴ 審査は、提出された企画提案書及びプレゼンテーションにより、４「審査項目等」に

基づく点数評価を行うものとする。 

⑵ 評価点数の合計が満点の７割以上である企画提案者のうち、評価点数の最も高い者を

契約候補者に、次に評価点数が高い者を次点者として選定する。ただし、評価点数の最

も高い者が複数ある場合は、協議により契約候補者及び次点者を選定する。 

⑶ プレゼンテーションは次のとおり実施する。 

 ア  開催日時  令和７年１月 15 日（水） 午後２時～ 

 イ  場  所  八戸市庁本館３階 議会第３委員会室 

 ウ  そ の 他  ・プレゼンテーションは企画提案書に沿って行うこと。 

・企画提案書と別に Microsoft PowerPoint 等を用いた資料を使用する

場合は、印刷した資料 10 部を審査会当日までに提出すること。 

・パソコン（ＯＳ：Ｗindows10 pro）、65 型ディスプレイは青森県実行

委員会が準備するので、その他必要な物品等は企画提案者が持参す

ること。なお、青森県実行委員会が準備する物品について企画提案

者が持参し、使用することを妨げない。 

・説明時間は 25 分以内とし、説明終了後 10 分程度の質疑応答の時間

を設ける。 

・企画提案者が１者のみであってもプレゼンテーションを実施する。 

・評価点数の合計が満点の７割以上とならない場合は、契約候補者に

選定しないことがある。 

・プレゼンテーション参加に係る諸費用は、企画提案者の負担とする。 

 

４ 審査項目等 

審査会における審査項目、配点基準及び配点は、次のとおりとする。 
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審査項目 評価基準 配点 

ア 業務に対す

る考え方・実績 

○ 業務に対する考え方や取り組む姿勢に信頼性や熱意が

感じられるか。 
 10 点 

○ 過去に受託した同様又は類似するイベント業務の実績

から、円滑な業務実施が期待できるか。 

イ 業務運営体制 ○ 業務が確実に遂行できる実施体制が確保されているか。 

 20 点 
○ 責任体制が明確であるか。 

○ 宿泊施設、弁当調製施設及び関係機関等との連絡体制

（緊急時を含む。）が構築できるか。 

ウ 要望・苦情等

への対応 

○ 大会参加者等の要望や苦情に迅速かつ適切に対応でき

るか。 
  5 点 

エ 申込システム

の構築 

○ 宿泊・弁当の申込、受付、宿泊施設の決定、変更、取

消し等において、大会参加者の利便性が図られるシス

テムを構築できるか。 

 10 点 

オ 料金の精算方法 ○ 宿泊・弁当の料金精算の方法について、適切な処理が期

待できるか。 
  5 点 

カ 配宿業務 ○ 宿泊料金は現実的な設定となっているか。 

 20 点 ○ 食事の提供ができない宿泊施設における必要な対策が

取られているか。 

キ 弁当調達業務 ○ 参考資料２「配宿・弁当調達実績」に基づき、必要な

数量の弁当を調達できるか。 

 20 点 ○ 申込みから調製、受渡し、空き容器の回収・処分まで

の体制について、円滑な業務実施が期待できるか。 

○ 弁当料金は適正であるか。 

ク その他 ○ 大会参加者の利便性が高まるなど、大会運営に有益とな

る提案が示されているか。 
 10 点 

合計 100 点 

 

５ 点数評価 

  上記４「審査項目等」に示すそれぞれの評価基準について、次表中「評価内容」及び「評

価区分」に従い、企画提案書の内容を評価するとともに、「得点化基準」に従い評価点数を

算定する。 

評価内容 評価区分 得点化基準 

特に優れている Ａ 配点×1.0 

優れている Ｂ 配点×0.8 

普通 Ｃ 配点×0.6 

やや劣る Ｄ 配点×0.4 

劣る Ｅ 配点×0.2 

 

６ 審査結果の通知 

  審査結果は、令和７年１月 22日（水）までに、全ての企画提案者に書面で通知する。 

なお、審査結果に対する異議申し立て及び審査の過程・結果に対する質疑には応じない。 


